
【
郷
里
の
町
葬
】

福
岡
中
の
校
庭
に
２
千
人

　
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
88
歳
に
な
っ

た
田
中
舘
愛
橘
は
、
１
月
に
朝
日
文
化
賞
、

４
月
に
文
化
勲
章
を
受
け
る
。
翌
１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
３
月
、空
襲
に
遭
い
家
を
焼
失
、

郷
里
の
福
岡
町（
現
二
戸
市
）に
疎
開
す
る
。

　
以
来
田
中
舘
は
福
岡
で
夏
を
過
ご
し
、
大

事
な
仕
事
は
汽
車
で
東
京
に
通
っ
た
が
、
当

時
の
東
北
本
線
は
東
京
ま
で
ほ
ぼ
一
昼
夜
か

か
っ
て
い
た
。
老
父
の
出
張
に
は
娘
の
美
稲

が
付
き
添
う
の
が
常
だ
っ
た
。

　
田
中
舘
は
「
昔
は
東
京
ま
で
13
日
、
父
が

死
ん
で
大
急
ぎ
に
帰
っ
た
時
で
も
５
日
か

か
っ
た
。
今
は
一
日
だ
」
と
喜
ん
で
い
た
と

い
う
。

　

郷
里
で
の
田
中
舘
は
毎
日
１
時
間
の
お
風

呂
と
、
２
時
間
の
散
歩
を
欠
か
さ
ず
、
娘
美

稲
が
付
き
添
う
姿
に
町
の
人
々
は
親
し
み
を

こ
め
て
「
お
ら
ほ
の
お
爺ず

さ
ん
」
と
呼
ん
だ
。

二
人
の
姿
は
街
の
名
物
だ
っ
た
。
散
歩
と
お
風

呂
の
他
は
外
国
語
の
本
を
読
ん
で
い
る
か
、
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
向
か
っ
て
パ
チ
パ
チ
打
っ

て
い
る
お
爺
さ
ん
だ
っ
た
。

　
あ
る
時
、
近
所
の
高
校
生
が
「
何
で
そ
ん

な
に
勉
強
す
る
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
世
の

中
は
毎
日
変
わ
っ
て
い
く
、
だ
か
ら
毎
日
勉

強
し
な
い
と
遅
れ
る
。
そ
う
な
ら
ぬ
よ
う
、

今
勉
強
す
る
の
だ
」
と
答
え
た
田
中
舘
は
、

と
っ
く
に
90
歳
を
超
え
て
い
た
。

　

古
里
か
ら
田
中
舘
が
帰
京
す
る
の
は

秋
祭
り
を
見
て
か
ら
と
決
ま
っ
て
い
た
。

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
の
帰
京
時
に
残
し

た
歌
が
あ
る
。

　
「
花
咲
か
ば　
ま
た
帰
り
来
む　

　
　
ふ
る
さ
と
の　
も
み
じ
の
山
を

　
　
見
つ
つ
行
く
な
り
」

　
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
５
月
21
日
。
田

中
舘
愛
橘
博
士
の
死
去
が
ラ
ジ
オ
の
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
た
。
95
歳
７
カ
月
の

生
涯
で
あ
っ
た
。
26
日
、
東
京
大
学
安
田
講

堂
で
田
中
舘
の
葬
儀
が
初
の
日
本
学
士
院
葬

と
し
て
行
わ
れ
た
。
安
田
講
堂
で
お
葬
式
を

行
っ
た
人
は
、田
中
舘
た
だ
一
人
だ
と
い
う
。

　
６
月
７
日
、
東
京
か
ら
一
昼
夜
を
か
け
て

田
中
舘
の
遺
骨
が
帰
郷
し
た
。北
福
岡
駅（
現

二
戸
駅
）
に
翌
８
日
到
着
の
列
車
を
福
岡
町

の
人
々
は
出
迎
え
た
。
遺
骨
は
わ
ざ
わ
ざ
盛

岡
か
ら
呼
び
寄
せ
た
タ
ク
シ
ー
で
寓ぐ

う
き
ょ居
ま
で

運
ば
れ
、
沿
道
は
人
々
で
あ
ふ
れ
、
途
切
れ

る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
東
京
か
ら
葬
儀
に
参

列
し
た
人
々
は
、
町
中
が
博
士
の
死
を
悲
し

ん
で
い
る
こ
と
に
深
く
驚
い
た
。

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑱

種まきの爺
　田中舘愛橘は文化勲章を 1944（昭和 19）年に「地
球物理学及び航空学」の功績により受章したが、弟子、
孫弟子の４人がすでに受章を果たしていた。
　日本のすべての物理学者のルーツ「種まきの爺」と呼
ばれる田中舘は、自身より弟子の出世を誰よりも喜んだ
というが、「恩師である舘先生を差し置いて受章するの
は心苦しい。まずは先生に」と弟子たちに推薦されての
受章だった。

【ミニコラム】　弟子たちが勲章推挙
　
田
中
舘
の
葬
儀
は
福
岡
町
葬
と
し
て
行
わ

れ
、
式
場
の
福
岡
中
学
校
校
庭
に
は
２
千
人

を
超
え
る
人
々
が
参
列
し
た
。
正
午
の
サ
イ

レ
ン
と
共
に
神
事
に
よ
る
葬
儀
が
始
ま
り
、

あ
ま
り
に
静
か
に
整
然
と
行
わ
れ
る
こ
と
に

「
さ
す
が
は
田
中
舘
先
生
の
古
里
だ
、
東
京

で
は
こ
う
は
い
か
な
い
」
と
参
列
し
た
博
士

た
ち
が
感
動
し
た
と
い
う
。

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

福岡町（現二戸市）の福岡中学校で行われた田中舘愛橘の
町葬の様子。途中の沿道にも人があふれた

（田中舘愛橘記念科学館提供）
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